『真言伝』冒頭話について by 佐藤 愛弓
『真
言
伝
』
冒
頭
話
に
つ
い
て
は
じ
め
に
『真
言
伝
』
は
真
言
僧
栄
海
が
編
纂
し
た
伝
記
集
で
あ
り
、
正 
中
二
年
(
二
三
一
五)
の
跋
文
を
持
つ
。
正
中
二
年
(
一
三
ー
一
五) 
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
最
初
の
倒
幕
計
画
の
発
覚
し
た
正
中
の
変
の 
翌
年
に
あ
た
る
。
編
者
栄
海
は
後
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
密
教
修
法 
を
行
っ
た
り
、
天
皇
に
密
教
の
灌
頂
を
授
け
た
り
し
て
お
り
、
後
~1)
醍
醐
天
皇
と
深
く
関
わ
る
僧
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
に
は
真
言
密
教 
界
の
最
高
位
に
あ
た
る
東
寺
一
長
者
に
も
補
任
さ
れ
て
い
る
。 
『真
言
伝
』
は
巻
一
に
、
空
海
以
外
の
真
言
八
祖
の
伝(
龍
猛
、
 
龍
智
、
金
剛
智
、
不
空
、
善
無
畏
、
一
行
、
恵
果)
を
載
せ
、
巻
二
に 
仁
王
経
や
尊
勝
陀
羅
尼
を
項
目
と
し
て
立
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊 
験
譚
を
天
竺
、
震
旦
、
本
朝
の
順
で
集
め
て
い
る
。
そ
し
て
巻
三
佐 
藤 
愛 
弓
に
は
入
唐
八
家
の
伝
を
載
せ
て
お
り
、
巻
四
か
ら
巻
七
に
は
本
朝 
で
の
密
教
僧
の
活
躍
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
は
、
 
『真
言
伝
』
が
天
竺
か
ら
震
旦
、
そ
し
て
本
朝
へ
と
伝
わ
っ
た
密 
教
の
歴
史
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
二 
の
み
が
僧
伝
の
体
裁
を
と
ら
ず
、
経
典
，
陀
羅
尼
ご
と
に
天
竺
、
 
震
旦
、
本
朝
の
順
で
霊
験
譚
を
載
せ
る
の
も
、
密
教
の
伝
来
の
様 
相
を
描
く
た
め
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
巻
三
以
降
の
本
朝
部
で
は
、
真
言
宗
の
僧
だ
け
で
な
く
、
 
山
門
、
寺
門
の
僧
の
伝
を
隔
て
な
く
年
代
順
に
載
せ
て
い
る
が
、
 
こ
れ
も
こ
の
書
が
密
教
の
歴
史
を
描
く
、
と
い
う
大
き
な
視
点
に 
立
つ
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る
。
密
教
が
諸
流
に
分
派
し
た
鎌
倉
時
代 
末
期
に
あ
っ
て
は
、
異
例
の
構
想
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
『真
言
伝
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
す
べ
て
の
伝
が
漢
字
13
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
、
多
く
の
説
話
を
用
い
て
い
る
と
い
う 
点
で
あ
る
。
東
寺
長
者
と
も
な
っ
た
学
僧
の
編
ん
だ
密
教
史
の
書 
と
し
て
は' 
異
例
の
文
体
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『真
言
伝
』
は 
そ
の
出
典
を
明
記
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
『宇
治
大 
納
言
物
語
』
や
『善
家
秘
記
』
と
い
っ
た
説
話
文
学
史
上
注
目
さ 
れ
る
散
逸
説
話
集
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
て
こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
『真
言
伝
』
で
あ
る
が
、
そ
の 
巻
一
の
最
初
の
話
、
つ
ま
り
『真
言
伝
』
全
体
の
冒
頭
話
が
ど
の 
よ
う
な
話
で
あ
る
か
は
、
こ
れ
ま
で
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
ー 
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
冒
頭
話
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ 
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『真
言
伝
』
の
側
面
を
浮 
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
〇
一
 
『真
言
伝
』
冒
頭
話
ま
ず
以
下
に
『真
言
伝
』
巻
一
龍
猛
伝
の
最
初
の
説
話
を
挙
げ 
る
。(
寛
文
版
本
に
よ
る
。
な
お
私
に
読
点
、
鉤
括
弧
を
付
し
た
。
以
下 
も
同
じ)龍
猛
菩
薩
，
者
、
顕
密
之
始
祖
人
、
天
之
導
師
也
、
如
来
滅 
後
五
百
年
ノ
後
出
世
ま
、
三
百
歳
”
之
間
、
化
度?
施
ミ
フ
、
如 
来
楞
伽
摩
耶
等
ノ
経
ノ
中
一
一
正
，；
記
別,
ナ
シ
給
へ
り
、
此
菩
薩 
“南
天
竺
ノ
婆
羅
門
種
专
、
初
ハ
外
道
ノ
教
，
学
チ
、
天
文
地
理
等
ノ
道
術
一
達
セ
ス
ト
云
事
ナ
シ
、
外
道
ノ
友
三
人
ア
リ
、
皆
抜 
群
ノ
ト
モ
カ
ラ
ナ
リ
、
此
四
人
相
議
シ
テ
云
、
「
何
ナ
ル
方, 
以
テ
”
タ
ノ
シ
ミ
ヲ
ナ
サ
ン
ト
」
皆
相
議
ス
ラ
ク
、
「
色,
タ
シ 
ナ
ミ
テ
、
欲,
極:
ご
、
則
隠
形
ノ
術,
習­
ア
彼
事
，
ト
ク
へ
シ 
ト
云
テ
、
術
師­
一
彼
術
，
求,
一、
師
一
丸
ノ
薬
，
授
，
、
龍
猛
未
， 
薬
方7
師
ー
ー
習
・
云
へ
ト
モ
、
智
恵
カ
シ
コ
ク
シ
テ
苴
つ
合
薬
ノ 
方,
サ
ト
リ
シ
玉
ヒ
ヌ
、
此
薬
七
十
種
之
名
字
、
両
数
悉
師
ー
ー 
申
て
師
未
曽
有
ナ2
嘆
テ
、
此
法
，
以
チ
具--
四
人
一
一
授
，
、
四
人 
自
其
ノ
身
？
隠
シ
テ
、
遊
行
自
在
也
、
相
共
一
一
王
ノ
後
宮
一
一
入
ア
美 
人
"
'
カ
ス
メ
ヲ
カ
ス
、
百
余
日--
テ
懐
妊
ス
ル
モ
ノ
多
・
、
王
是 
"
聞
テ
大
一
一
歎
ヒ
テ
、
諸
ノ
智
臣
？
メ
シ
テ
、
共
一
一
此
事,
ハ
カ
ル 
時
一
一
、
臣
ア
リ
キ
、
王
一
一
申
亍
云
、
此
事
ー
ー
ニ
種
ア
ル
ヘ
シ
、
一
 
ー
“
是
鬼
魅
ノ
ナ
ス
処
、
ー
 
ー
ー
は
疋
方
術
ノ
イ
タ
ス
処
也
、
細
土, 
諸
門
ノ
中
一
一
チ
ラ
シ
テ
往
来
ま
跡,
見
一
”
キ
ラ
シ
ム
へ
シ
、
若
是 
鬼
魅
ナ
ラ
ハ
跡
ア
ル
へ
カ
ラ
ス
、
人
ナ
ラ
ハ
剣
，
以
チ
キ
ル
へ 
シ
、
鬼
ナ
ラ
ハ
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以
デ
除
，
ヘ
シ
ト
申
ネ
、
王
則
臣
ノ
申
ス
如
？ 
ス
ル
ニ
、
四
人
門
ヨ
リ
シ
テ
入
跡
ア
リ
、
勇
士
数
百
人' 
刀 
，
空
中
フ
ル
ヒ
テ
、
三
人
，
切
”
命
？
失
；
及
亍
、
其
身
現
形
セ 
り
、
龍
猛
身
フ
ヲ
サ
メ
テ
、
王
一
一
ヨ
リ
テ
立
，"
、
王
ノ
ホ
ト
リ 
七
尺
一
ー
”
、
刀
ノ
近
カ
サ
ル
処
也
、
此
時
龍
猛
欲"
苦
ノ
本
イ
ト 
シ
テ
、
徳,
破
”
事,
知
テ
、
出
家
ノ
道,
マ
ナ
ヒ
給
、
即
馬
鳴
菩
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薩
ノ
弟
子
，
成
テ
ー
代
聖
教
，
サ
ト
リ
キ
ハ
ム
、
 
話
の
梗
概
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
① 
龍
猛
は
は
じ
め
外
道
を
学
ん
で
、
精
通
し
て
い
な
い
こ
と
は
無 
い
ほ
ど
と
な
っ
て
い
た
。
② 
龍
猛
に
は
三
人
の
外
道
の
友
が
い
て
、
み
な
抜
群
の
人
た
ち
で 
あ
っ
た
。
③ 
あ
る
時
彼
ら
は
、
ど
う
や
っ
て
最
上
の
楽
し
み
を
得
よ
う
か
相 
談
す
る
。
そ
こ
で
色
の
道
を
嗜
ん
で
欲
を
極
め
る
こ
と
に
決
め 
た
。
④ 
そ
こ
で
術
師
に
隠
形
の
術
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
一
粒
の
薬
を
授 
け
ら
れ
た
。
⑤ 
術
師
は
そ
の
薬
の
製
法
を
教
え
な
か
っ
た
が
、
龍
猛
は
智
恵
が 
勝
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
成
分
を
理
解
す
る
。
⑥ 
龍
猛
が
こ
の
薬
の
七
十
種
の
成
分
を
術
師
に
告
げ
る
と
、
術
師 
は
驚
嘆
し
て
、
四
人
に
製
法
を
教
え
た
。
⑦ 
四
人
は
こ
の
薬
を
使
っ
て
姿
を
隠
し
、
王
の
後
宮
に
入
っ
て
美 
人
を
盗
ん
で
犯
し
た
。
⑧ 
百
日
余
り
す
る
と
、
後
宮
の
女
た
ち
に
懐
妊
す
る
者
が
多
く
出 
た
。
⑨ 
王
は
こ
の
こ
と
を
嘆
き
、
家
臣
を
召
し
て
相
談
し
た
。
⑩ 
す
る
と
一
人
の
家
臣
が
砂
を
門
に
散
ら
し
て
、
足
跡
を
見
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
足
跡
が
あ
る
な
ら
ば
、
方
術
で
あ
り
、
足
跡 
が
な
い
な
ら
ば
、
鬼
の
仕
業
で
あ
る
。
方
術
を
使
っ
た
人
で
あ 
れ
ば
、
鉅
で
切
り
、
鬼
で
あ
れ
ば
、
呪
で
除
く
べ
き
で
あ
る
と 
一
〇
う
。
⑪
王
が
そ
の
と
お
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
足
跡
が
み
つ
か
っ
た
。 
⑫
そ
こ
で
数
百
人
の
勇
士
が
空
中
に
向
け
て
匆
を
振
り
回
し
た
と 
こ
ろ
、
龍
猛
以
外
の
三
人
は
、
切
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
 
⑬
し
か
し
龍
猛
は
王
の
側
に
立
ち
、
鈕
を
逃
れ
る
。
王
の
側
七
尺 
に
は
匆
を
近
づ
け
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ 
っ
た
。
⑭
こ
の
時
龍
猛
は
欲
望
は
苦
し
み
の
も
と
で
あ
る
と
悟
り
、
以
後 
出
家
の
道
を
学
ん
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
龍
猛
は
、
『真
言
伝
』
の
冒
頭
話
の
主
人
公 
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く'
大
日
如
来
か
ら
密
教
を
授
か
っ
た 
密
教
の
開
祖
で
あ
る
。
本
話
は
そ
の
密
教
の
祖
の
出
家
譚
と
解
さ 
れ
る
が
、
こ
の
話
は
通
常
の
仏
教
説
話
に
お
け
る
出
家
譚
と
は
大 
き
く
異
な
る
。
ま
ず
一
般
に
出
家
譚
に
は
、
身
近
な
人
の
死
な
ど 
に
よ
っ
て
無
常
観
を
感
じ
る
、
あ
る
い
は
人
間
存
在
が
根
本
的
に 
持
つ
苦
を
知
り
厭
世
感
を
強
く
す
る
な
ど
の
出
家
の
要
因
が
記
さ 
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
偉
大
な
宗
教
者
と
な
る
主
人
公
に
は
、
 
幼
い
頃
か
ら
他
の
人
と
異
な
る
性
質
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
も
多
15
い
が
、
そ
の
性
質
は
概
し
て
柔
和
、
正
直
、
慈
悲
な
ど
の
出
家
者 
と
し
て
資
質
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
較
べ
る
と
き
、
欲
を
極
め
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
隠 
形
の
術
を
使
っ
て
後
宮
に
入
り
、
美
女
を
犯
し
た
と
す
る
こ
の
説 
話
は
あ
ま
り
に
異
質
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
話
に
お
け
る
出
家 
の
契
機
は
、
無
常
観
や
厭
世
観
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
門
に
砂 
を
撒
く
と
い
う
家
臣
の
計
略
に
負
け
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
後 
宮
に
忍
び
こ
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
も
、
抑
え
が
た
い
人
間
の
欲
ゆ 
え
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
上
の
楽
し
み
と
は
な
に
か
を
追 
求
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
龍
猛
が
「
欲
は
苦 
の
も
と
い
」
と
悟
っ
た
場
面
に
も
、
議
論
上
に
定
理
を
み
つ
け
た 
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
全
体
に
人
間
存
在
の
苦
悩
、
 
生
老
病
死
な
ど
か
ら
導
か
れ
る
無
常
観' 
厭
世
感
と
い
っ
た
重
い 
主
題
は
、
ど
こ
に
も
み
ら
れ
な
い
。
以
上
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
話
の
原
話
と
み
ら
れ
る
『龍 
樹
菩
薩
伝
』
や
『仏
祖
統
紀
』
に
も
み
ら
れ
る
性
質
で
は
あ
る
が
、
 
そ
れ
で
も
数
あ
る
龍
猛
の
逸
話
の
冒
頭
に
こ
の
よ
う
な
話
を
選
ん 
だ
『真
言
伝
』
の
選
択
は
特
徴
的
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ハ
祖 
の
伝
と
し
て
真
言
密
教
で
最
も
重
ん
じ
ら
れ
る
空
海
撰
述
の
『付 
法
伝
』
の
龍
猛
伝
に
こ
の
よ
う
な
話
は
み
ら
れ
な
い
。
-
-
教
育
の
書
と
し
て
の
『真
言
伝
』 
さ
て
前
章
で
挙
げ
た
と
お
り
『真
言
伝
』
冒
頭
話
は
特
異
な
話 
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
に
述
べ
る
『真
言
伝
』
の
享
受
の
あ
り
方 
を
考
え
る
時
、
さ
ら
に
際
だ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
。
『真
言
伝
』
の
跋
文
に
は
、
「廣
学
碩
量
ノ
人
ノ
為
一-
セ
ス
。
浅
見 
寡
聞
ノ
輩"
自
ラ
聞
残
事
モ
ヤ
侍
ラ
ン
よ
是,
書
出
侍
リ
」
と
あ
る
。
 
こ
こ
か
ら
は
こ
の
書
が
浅
学
の
者
に
密
教
流
伝
の
歴
史
を
教
え
る 
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
跋
文
に
は
、
 
さ
ら
に
「
見
人
ノ
覚
”
安
ス
カ
ラ
ン
事,
思
故­
一
是
，
和
語-
ヤ
ハ
ラ
ケ 
テ
詞
ノ
ッ
タ
ナ
キ
ヲ
力
ヘ
リ
ミ
ス' 
偏
ー
ー
幼
稚
短
オ
ノ
人
ノ
為--
」
と 
い
う
文
言
も
み
ら
れ
る
。
和
語
を
用
い
た
の
も
、
浅
学
の
者
へ
の 
教
育
の
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
後
代
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
栄
海
が
意
図
し
た
『真
言 
伝
』
の
役
割
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
観
智
院
本
『真
言
伝
』
に
は 
以
下
の
よ
う
な
識
語
が
残
さ
れ
て
い
る
。
(
巻
一
裏
表
紙
識
語)
寶
暦
建
元
歳
、
仍
辛
未
冬
霜
月
十
七
日
關
箧
、
廿
二
日' 
廿 
七
日
、
臘
月
二
日
、
七
日
、
十
二
日
、
已
上
亠
ハ
席
、
為
新
少 
将
敬
寶
、
講
習
了
于
時
東
寺
定
額
僧
上
座
、
僧
正
賢
賀
昨̂
^
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こ
の
識
語
か
ら
は
、
東
寺
の
僧
正
賢
賀
が
、
弟
子
で
あ
る
敬
宝 
に
対
し
て
、
六
席
に
亘
っ
て
『真
言
伝
』
の
講
義
を
行
っ
た
こ
と 
が
わ
か
る
。
そ
の
頻
度
は
宝
暦
元
年(
一
七
五
一)
十
一
月
十
七 
日
、
二
十
二
日
、
二
十
七
日
、
十
二
月
二
日
、
七
日
、
十
二
日
と 
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
観
智
院
と
い
う
僧
坊
の
中
で
、
師
が
弟
子 
に
向
き
合
っ
て
講
義
を
行
う
と
い
う
「
場
」
が
想
像
さ
れ
、
そ
の 
よ
う
な
場
に
お
い
て
『真
言
伝
』
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
た 
こ
と
が
判
明
す
る
。
近
世
の
事
例
な
が
ら
、
こ
の
書
が
実
際
に
弟 
子
の
教
育
に
使
わ
れ
た
こ
と
の
証
左
と
で
き
よ
う
。
ま
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之 
事
』
に
は
、
真
言
僧
が
習
学
す
べ
き
書
の
リ
ス
ト
が
記
さ
れ
て
い 
る
が
、
そ
の
中
に
も
『真
言
伝
』
の
名
が
み
ら
れ
る
。
高
橋
秀
城 
氏
に
よ
れ
ば
、
『連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
は
、
永
正
十
一 
年
(
一
五
一
四)
に
真
言
僧
某(
作
者
不
詳)
が
、
真
言
僧
が
十
五 
歳
の
春
ま
で
に
学
ぶ
べ
き
事
柄
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
読
む
べ 
き
典
籍
や
、
修
す
べ
き
護
摩
や
、
勤
行
す
べ
き
講
式
の
名
前
が
目
(2)
録
風
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
『真
言
伝
』
は
そ
の
冒
頭
、
 
「
弘
法
大
師
縁
起
十
二
卷
、
伝
記
一
卷
、
行
状
七̂
」
の
次
に
「
真
言 
伝
七
帖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
『真
言
伝
』
が
、
実 
際
に
十
五
歳
以
下
の
少
年
僧
へ
の
教
育
の
場
で
重
ん
じ
ら
れ
た
様 
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
〔真
言
伝
』
の
少
年
僧
へ
の
教
育
の
書
と
し
て
の 
機
能
に
注
目
す
る
時
、
本
話
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
講
じ 
ら
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
。
三 
冒
頭
話
周
辺
資
料
に
つ
い
て 
さ
て
こ
の
よ
う
な
『真
言
伝
』
冒
頭
話
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な 
資
料
を
基
に
し
て
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『真
言
伝
』
が
編 
纂
さ
れ
た
鎌
倉
末
期
に
は
、
す
で
に
多
く
の
書
が
輸
入
さ
れ
て
お 
り
、
さ
ら
に
多
く
の
類
書
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 
こ
れ
を
正
確
に
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
ず
は
こ
の
話
を
載 
せ
る
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
『龍
樹
菩
薩
伝
』
と
、
 
日
本
で
も
多
く
流
布
が
確
認
さ
れ
る
『佛
祖
統
紀
』
卷
第
五
の
記 
事
を
比
較
す
る
。
な
お
『佛
祖
統
紀
』
冒
頭
に
も
記
さ
れ
て
い
る 
よ
う
に
、
龍
猛
と
龍
樹
は
同
名
の
異
訳
と
さ
れ
て
い
る
。
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※
内
容
の
比
較
が
し
や
す
い
よ
う
に
適
宜
改
行
し
、
で
き
る
だ
け
上
下
の
内
容
が
対
応
す
る
よ
う
に
し
た
。
『真
言
伝
』
に
は
な
く
、
『龍
樹
菩
薩
伝
」
『佛
祖
統
紀
』
に
は
み
ら
れ
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
他
書
に
な
い
独
自
部
分
を
四
角
で 
囲
ん
だ
。
ま
た
該
当
箇
所
は
あ
る
も
の
の
表
現
が
異
な
る
箇
所
に
波
線
を
付
し
た
。
30
菩
薩
ハ
南
天
竺
ノ
婆
羅
門
種
ナ
リ
 ゝ
初
“外
道
ノ
教,
学
こ
天
文
地
理
等
ノ
道
術
ニ
達
セ
ス
ト
云
事 
ナ
シ
、
一
如
来
楞
伽
摩
耶
等
ノ
経
ノ
中
二
正
シ
ク
記
一 
別
"
'
ナ
シ
給
へ
り
、
一
百
歳
カ
之
間
、
化
度
ヲ
施
シ
玉
フ
、
一
ー
如
来
滅
後
五
百
年
ノ
後
出
世
シ
テ
、
三
天
之
導
師
也
、
一
ー
龍
猛
菩
薩
，
者
、
顕
密
之
始
祖
人
、
書
《言
伝
』
弱
冠
馳
名
獨
歩
諸
國
。
天
文
地
理
圖
緯
祕
讖
。
及
諸
道
術
無
不 
悉
綜
。
偈
有
三
十
二
字
。
皆
諷
其
文
而
領
其
義
。
聞
諸
梵
志
誦
四
圍
陀
典
各
四
萬
偈
。
天
聰
奇
悟
事
不
再
告
。
在
乳
舗
之
中
。
­
出
南
天
竺
梵
志
種
也
。
一
龍
樹
菩
薩
者
。
(3)
『龍
樹
菩
薩
伝
』
二
字
。
皆
達
句
義
。
弱 
冠
馳
名
獨
歩
諸
國
。
 
天
文
地
理
星
緯
圖
讖
。
 
及
餘
道
術
無
不
綜
練
。
有
四
萬
偈
。
偈
各
三
十
聞
諸
梵
志
誦
四
韋
陀
典
。
ー
天
姿
聰
悟
。
在
乳
哺
中
猛
佛
去
世
後
七
百
年
出
。
云
那
迦
關
樹
。
此
翻
龍
號
龍
樹
(
西
域
記
。
梵
天
竺
國
梵
志
之
裔
。
始 
生
之
日
在
於
樹
下
。
由 
入
龍
宮
始
得
成
道
。
故
十
三
祖
龍
樹
尊
者
。
南
『佛
祖
統
紀
』
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外
道
ノ
友
三
人
ア
リ
、
皆
抜
群
ノ
ト
モ 
カ
ラ
ナ
リ
ゝ
此
四
人
相
議
シ
テ
云
、
「
何
ナ
ル
方
ヲ 
以
テ
カ
タ
ノ
シ
ミ
ヲ
ナ
サ
ン
ト
」 
皆
相
議
ス
ラ
ク
、
「
色
ヲ
タ
シ
ナ
ミ
テ
、
 
欲
ヲ
極
メ
ン
ト
」
、
則
隠
形
ノ
術,
習
チ
彼
事
ヨ
ト
ク
へ
シ
ト 
云
テ
、
術
師
一
一
彼
術"
求
厶
、
師
一
丸
ノ薬
・
'
授
ク
、
契
友
三
人
亦
是
一
時
之
傑
。
相
與
議
日
。
天
下
理
義
可
以
開
神
明
悟 
幽
旨
者
。
吾
等
盡
之
矣
。(
勺
復
欲
 
何
以
自
娯
。
騁
情
極
欲
最
是
一
生
之
樂
。
然
諸
梵
志 
道
士
勢
。
非
王
公
何
由
得
之
。
唯
有
隱
身
之
術
斯
樂
可
辦
。
一
四
人
相 
視
莫
逆
於
心
一
。
俱
至
術
家
求
隱
身
法
。 
術
師
念
日
。
此
四
梵
志
擅
名
一
世
草
芥 
群
生
。
今
以
術
故
屈
辱
就
我
『
嚼
 
梵
志
オ
明
絶
世
。
所
不
知
者
唯
此
窗
。
 
我
若
授
之
。
得
必
棄
我
不
可
復
屈
。
一
 
且
與
其
藥
使
用
。
而
不
知
藥
盡
必
希
 
當
師
我
。
一
各
與
青
藥
一
丸
告
之
日
。
嘗
與
契
友
三
人
議
日
。 
世
間
義
理
可
以
開
神
明 
發
幽
旨
者
。
吾
輩
悉
達 
之
矣
。
更
以
何
方
而
自 
娯
樂
。
復
云
。
人
生
唯 
有
追
求
慾
色
為
至
樂
耳
。 
乃
俱
往
術
家
學
隱
身
法
。
師
念
日
。
此
四
梵
志
オ 
智
高
遠
。
今
以
術
故
屈 
辱
就
我
。
若
授
其
方
則 
乃
各
與
青
藥
一
丸
。
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龍
猛
未
タ
薬
方
ヲ
師
一
ー
習
ス
ト
云
へ
ト
モ
、
 
智
恵
カ
シ
コ
ク
シ
テ(
1
)
食
ハ
ノ
台 
薬
ノ
方
ヲ
サ
ト
リ
シ
玉
ヒ
ヌ
、
 
此
薬
七
十
種
之
名
字
、
両
数
悉
師
二
申
ス
、
師
未
曽
有
ナ
リ
ト
嘆
テ
、
此
法
ヲ
以
テ
具
二
四
人
一
授
ク
、
四
人
自
其
ノ
身
ヲ
隠
シ
テ
、
遊
行
自 
在
也
、
相
共
二
王
ノ
後
宮
二
入
テ
美
人
ヲ 
カ
ス
メ
ヲ
カ
ス
、
百
余
日
ニ
テ
懐
妊
ス
ル
モ
ノ
多
シ
、
 
王
是
ヲ
聞
テ
大
二
歎
ヒ
テ
、
諸
ノ
智
臣
ヲ 
メ
シ
テ
、
共-
一
此
事
ヲ
ハ
カ
ル
時
二
、
汝
在
靜
處
以
水
磨
之
。
用
塗
眼
瞼
汝
形 
當
隱
。
無
人
見
者
。
龍
樹
磨
此
藥
時
聞
其
氣
即
皆
識
之
。
分 
數
多
少
錨
銖
無
失
。
還
告
藥
師
向
所
得
藥
有
七
十
種
分
數
。
多
少
皆
如
其
方
。
一
藥
師
問
日
汝
何
由
知
之
。
答
〇̂
 
自
有
氣
何
以
不̂
即
歎
伏
。
若
斯
人
者
聞
之
猶
難
。
而
況
相
遇
。
我
之
賤
術
何
足
惜
耶
。
即
具
授
之
。
四
人
得
術
縱
意
自
在
。
常
入
王
宮
。
宮 
中
美
人
皆
被
侵
浚
。
百
餘
日
後
宮
中
人
有
懷
妊
者
。
億
以
白
王
庶
免
罪
咎
。
131)
王
大
不 
悦
。
此
何
不
祥
為
怪
乃
爾
。
一召
諸
智
臣 
以
謀
此
事
。
水
磨
塗
眼
形
自
當
隱
。 
龍
樹
聞
香
。
便
識
此
藥
有
七
十
種
。
 
名
字
兩
數
皆
如
其
方
。 
師
聞
大
驚
。
即
以
其
法
具
授
四
人
。 
既
得
其
藥
翳
身
遊
行
。
 
相
與
入
王
後
宮
數
月
。
美
人
懷
妊
者
衆
。 
王
問
智
臣
。
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臣
ア
リ
キ
、
王
ー
ー
申
亍
云
、
此
事-
二 
種
ア
ル
ヘ
シ
ヽ
一
ー-
”
是
鬼
魅
ノ
ナ
ス 
処
、
ー
ー-
ハ
是
方
術
ノ
イ
タ
ス
処
也
、
 
細
土
，
諸
門
ノ
中
一
一
チ
ラ
シ
テ
往
来
ま 
跡,
見
一''
キ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、
 
若
是
方
術
ナ
ラ
ハ
其
丿
跡
現
ス
ヘ
シ 
若
是
鬼
魅
ナ
ラ
ハ
跡
ア
ル
へ
カ
ラ
ス
、
 
人
ナ
ラ
ハ
剣
？
以
テ
キ
ル
ヘ
シ
、
鬼
ナ 
ラ
ハ
呪-
以
一
”除
ク
ヘ
シ
ト
申
く 
王
則
臣
ノ
申,
、如
？
ス
ル
ニ
、
四
人
門 
ヨ
リ
シ
テ
入
跡
ア
リ\ 
勇
士
数
百
人
、
刀
？
空
中
フ
ル
ヒ
テ
、
 
三
人
？
切
”
、
命"
失
—­
及
テ
、
其
身
現 
形
セ
リ
、
龍
猛
身
，
ヲ
サ
メ
テ
、
王--
ヨ
リ
テ
立 
チ
”
、
王
ノ
ホ
ト
リ
七
尺
一
一
”、
刀
ノ
近
力 
サ
ル
処
也
、
此
時
龍
猛
欲
“苦
ノ
本
イ
ト
シ
テ
、
徳 
,
破"
事
？
知
テ
ゝ
出
家
ノ
道,
マ
ナ
ヒ
給
、
有
舊
老
者
言
。
凡
如
此
事
應
有
二
種
。 
或
是
鬼
魅
或
是
方
術
。
可
以
細
土
置
諸
門
中
。
令
有
司
守
之
斷 
諸
行
者
。
若
是
術
人
其
跡
自
現
。
可
以
兵
除
。
若 
是
鬼
魅
入
而
無
跡
。
可
以
術
滅
。
即
敕
門
者
備
法
試
之
。
見
四
人
跡
驟
以 
聞
王
。
一
王
將
力
士
數
百
人
入
宮
。
悉
閉̂
^
 
令
諸
力
士
揮
刀
空
斬
三
人
即
死
。
唯
有
龍
樹
斂
身
屛
氣
依
王
頭
側
。
王
頭
側
七
尺
刀
所
不
至
。
是
時
始
悟
欲
為
苦
本
衆
禍
之
根
。 
敗
徳
危
身
皆
由
此
起
。
即
自
誓
日
。
我 
若
得
脱
當
詣
沙
門
受
出
家
法
。
臣
日
。
若
非
鬼
魅
則
是 
方
術
。
可
以
細
土
置
諸
門
中
。 
若
是
方
術
其
跡
當
見
。 
設
是
鬼
魅
入
必
無
跡
。 
人
可
兵
除
鬼
當
咒
滅
。 
王
用
其
計
。
果
四
人
足 
跡
。
乃
令
勇
士
揮
劍
空
中
。
 
斬
三
人
首
。
近
王
七
尺
刀
所
不
至
。 
龍
樹
斂
身
依
王
不
能
加
害
。
始
悟
慾
為
苦
本
。
即
自
誓
日
。
若
免
斯
難 
當
詣
沙
門
受
出
家
法
。
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郎
馬
鳴
菩
薩
ノ
弟
子
城
一
ニ
代
聖
教
"'
サ
ト
リ
キ
ハ
ム
ー
以
上
の
比
較
か
ら
は
『真
言
伝
』
の
記
事
が
、
『龍
樹
菩
薩
伝
』 
『佛
祖
統
紀
』
の
よ
う
な
中
国
の
典
籍
の
記
述
と
極
め
て
近
い
こ
(5) 
と
が
わ
か
る
。
ま
た
他
に
『大
乗
玄
論
』
卷
第
五
に
も
同
話
が
み 
ら
れ
る
。
し
か
し
本
話
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
も
と 
も
と
近
く
、
日
本
で
ど
の
よ
う
に
流
布
し
た
の
か
が
全
く
確
認
で 
き
な
い
た
め
、
ど
の
書
が
『真
言
伝
』
の
基
と
な
っ
て
い
る
の
か 
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
類
書 
の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
純
に
諸
書
の
本
文
を
比
較
し
た
結
果
か
ら
言
え
ば
、
『龍
樹 
菩
薩
伝
』
が
も
っ
と
も
『真
言
运 
の
記
事
に
近
い
と
い
え
る
。 
『龍
樹
菩
薩
伝
』
に
は
『真
言
伝
』
の
話
の
諸
要
素
が
す
べ
て
含 
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
型
の
記
事
か
ら
『真
言
伝
』
の
記
事
を
構
成 
す
る
こ
と
は
一
応
可
能
で
あ
る
。
だ
が
詳
細
に
比
較
す
る
と
両
書
に
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
点 
が
み
ら
れ
る
。
『龍
樹
菩
薩
伝
』
に
み
ら
れ
る
ヽ(
<
0
 
天
下
の
道 
理
を
す
べ
て
知
り
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
四
人
が
、
次
に
何
を
し
よ 
う
か
と
相
談
す
る
場
面
は
『真
言
伝
』
に
は
な
い
。
ま
た 
(3) 
懐
妊
し
た
後
宮
の
女
性
た
ち
が
、
王
に
罪
の
許
し
を
請
う
場
面
も
既
得
出
宮
便
入
山
至- 
佛
塔
。
『真
言
伝
』
に
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
本
話
に
人
間
的
な
重
み
を
持 
た
せ
る
数
少
な
い
要
素
で
あ
る
が
、
『真
言
伝
』
で
は
採
り
入
れ 
ら
れ
て
お
ら
ず
、
結
果
的
に
『真
言
伝
』
の
記
述
に
重
さ
は
み
ら 
れ
な
い
。
む
し
ろ
『真
言
伝
』
が
描
写
の
中
心
に
お
い
て
い
る
の 
は
、
術
師
に
隠
形
の
丸
薬
を
授
か
っ
た
こ
と
や
、
智
臣
の
計
略
の 
顚
末
と
い
っ
た
物
語
的
と
も
い
え
る
要
素
で
あ
る
。
 
そ
れ
で
は
『真
言
伝
』
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
こ
の
よ 
う
な
場
面
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
通
常
の 
出
家
譚
に
み
ら
れ
る
無
常
観
、
厭
世
感
と
結
び
つ
く
と
も
思
え
な 
い
。
か
わ
り
に
特
徴
的
な
の
が
、(
1
)
「
智
恵
カ
シ
コ
ク
シ
テ
」 
に
代
表
さ
れ
る
龍
猛
の
智
恵
の
強
調
で
あ
る
。(
1
)
「
智
恵
カ
シ 
コ
ク
シ
テ
」
は
『龍
樹
菩
薩
伝
』
『佛
祖
統
紀
』
『大
乘
玄
論
』
に 
み
ら
れ
な
い
『真
言
伝
』
独
自
の
文
言
で
あ
る
。
こ
の
「
智
恵
力 
シ
コ
ク
シ
テ
」
は
、
龍
猛
が
教
え
ら
れ
ず
と
も
隠
形
の
丸
薬
の
成 
分
が
わ
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
智
恵 
は
、
何
度
で
も
自
由
に
後
宮
に
出
入
り
す
る
と
い
う
罪
を
導
く
こ 
と
に
な
る
。
し
か
し
『真
言
伝
』
は
龍
猛
の
罪
に
は
触
れ
ず
、
龍 
猛
の
人
間
離
れ
し
た
優
れ
た
資
質
を
語
る
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。
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そ
も
そ
も
『真
言
伝
』
の
記
述
に
は
、
罪
と
い
う
要
素
が
一
切
記 
さ
れ
て
い
な
い
。
龍
猛
が
出
家
を
志
し
た
の
は
、
智
臣
の
計
略
に 
負
け
て
仲
間
が
殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
自
ら
の
行
動 
に
罪
を
感
じ
た
か
ら
で
は
な
い
。
ま
た
龍
猛
一
人
だ
け
が
、
王
の
側
七
尺
に
は
劎
が
及
ば
な
い
こ 
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
、
王
の
側
に
立
っ
て
難
を
免
れ
た
と
す
る 
場
面
に
も
、
彼
の
智
恵
へ
の
賞
賛
は
通
底
し
て
い
る
よ
う
に
み
え 
る
。
計
略
に
対
抗
で
き
る
智
恵
と
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
行
動
力
、
 
そ
れ
ら
は
通
常
の
仏
教
説
話
で
重
視
さ
れ
る
柔
和
、
正
直
、
慈
悲 
と
い
っ
た
高
僧
の
資
質
と
は
、
あ
ま
り
に
異
な
る
資
質
で
あ
る
。 
し
か
し
"
真
言
伝
』
が
こ
の
話
の
後
に
、
龍
猛
が
出
家
後
す
さ
ま 
じ
い
験
力
を
身
に
つ
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て 
も
、
こ
の
冒
頭
話
は
龍
猛
の
並
は
ず
れ
た
資
質
を
示
し
て
い
る
み 
て
よ
い
。
そ
し
て
『真
言
伝
』
は
龍
猛
伝
だ
け
で
な
く
全
体
に
、
 
常
識
を
越
え
る
智
恵
と
験
力
を
持
ち' 
積
極
的
に
行
動
す
る
高
僧 
の
姿
を
多
く
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
『真
言
伝
』
に
お
け
る
王
権
す
で
に
拙
論
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
『真
言
伝
』
の
主
(6) 
題
は
密
教
に
よ
る
王
権
護
持
の
歴
史
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ 
の
よ
う
な
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
時
、
后
を
犯
す
と
い
う
行
為
が
、
仏
法
に
お
け
る
罪
に
あ
た
る
だ
け
で
は
な
く
、
王
権
に
対
す
る
侵 
害
に
あ
た
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
本
話
は
そ
の
よ
う
な
王
法
護 
持
と
い
う
『真
言
伝
』
の
主
題
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で 
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
跋
文
を
確
認
し
た
い
。
『真
言
伝
』
跋
文
碑
文
行
状
伝
日
記
物
語
等
ノ
中
一-
、
要
，
ヒ
ロ
ヒ
テ
シ
ル
シ
載 
侍
リ
、
本
朝
ノ
事
“鳥
羽
院
ノ
比
ヲ
ヒ
マ
テ
ヤ
、
佛
法
王
法
壬
侍
” 
ケ
ン
、
保
元
ノ
乱
ヨ
リ
後
、
諸
道
皆
衰
て
佛
法
ノ
威
厳
又
ナ 
キ
カ
如
，
、
是
ー
一
ヨ
リ
テ
大
ム
ネ
近
衛
院
ノ
在
位
、
久
安
仁
平 
以
前
ノ
事,
記
寺
、
其"'
”
後
や
自
門
他
門
輩
ノ
中
ー
ー
、
サ
ス
カ
効 
験
ヲ
施
セ
ル人
・
'
・
侍
ラ
メ
ト' 
世
ク
タ
リ
テ
ノ
事
ヲ
ハ
、
 
是
ヲ 
略
ま
書
ノ
麦
侍
リ
※
寬
文
版
本
に
は
「検
」
と
あ
り
、
観
智
院
本
に
よ
っ
て
「記
」
と 
す
る
。
跋
文
か
ら
は
、
鳥
羽
院
の
頃
ま
で
は
、
仏
法
と
王
法
の
理
想
的 
な
あ
り
方
が
続
い
て
い
た
が
、
保
元
の
乱
の
後
は
諸
道
が
す
べ
て 
衰
退
し
、
仏
法
の
威
厳
は
無
い
も
同
然
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ 
か
ら
主
に
久
安
、
仁
平
以
前
の
時
代
の
こ
と
を
記
す
と
す
る
主
張 
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
保
元
の
乱
を
境
と
し
て
仏
法
と 
王
法
の
理
想
的
な
あ
り
方
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
し
、
だ
か
ら 
こ
そ
失
わ
れ
た
時
代
の
理
想
的
な
仏
法
と
王
法
の
あ
り
方
を
記
し
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た
い
と
す
る
編
者
の
意
図
を
読
み
取
れ
る
。
ま
た
こ
の
跋
文
の
示 
す
と
お
り
『真
言
伝
』
は
密
教
の
験
力
を
も
っ
て' 
国
家
を
、
そ 
し
て
天
皇
を
護
る
密
教
僧
の
姿
を
多
く
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ 
れ
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
る
栄
海
自
身
の 
姿
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
栄
海
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南 
北
朝
時
代
に
か
け
て
と
い
う
混
乱
の
時
代
を
、
密
教
修
法
を
も
つ 
て
後
醍
醐
天
皇
の
王
権
を
支
え
つ
つ
生
き
た
の
で
あ
る
。
 
ま
た
す
で
に
拙
論
に
お
い
て
、
巻
五
を
例
に
、
菅
原
道
真
の
怨 
霊
が
も
た
ら
し
た
危
機
と
、
そ
れ
に
対
処
し
て
国
家
と
天
皇
を
護 
る
密
教
僧
が
描
か
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
天
皇
だ
け
で
な 
く
、
摂
関
家
貴
族
も
脈
々
と
護
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
摂
関
家
の
(8) 
方
に
中
心
的
役
割
が
あ
る
と
み
え
る
話
も
多
い
こ
と
を
検
討
し
た
。 
そ
こ
か
ら
は
、
密
教
の
護
る
べ
き
王
法
が
天
皇
家
だ
け
で
な
く
、
 
摂
関
家
を
中
心
と
し
た
王
朝
時
代
の
国
家
像
そ
の
も
の
で
あ
っ
た 
こ
と
も
判
明
し
た
。
『真
言
伝
』
が
、
王
法
仏
法
相
依
観
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は 
明
ら
か
で
あ
り
、
具
体
的
な
説
話
を
も
っ
て
王
権
護
持
の
歴
史
を 
描
い
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
本
話
の
よ 
う
な
王
権
侵
害
の
話
を
忌
避
す
る
姿
勢
は
、
な
ぜ
み
ら
れ
な
い
の 
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
后
を
犯
す
話
は
、
本
話
だ
け
で
な
い
。
『真
言
伝
』
は
巻
五
相
応
伝
に
お
い
て
も
、
金
峯
山
上
人
が
愛
執
の
た
め
に
金
青 
鬼
と
な
っ
て
、
染
殿
后
と
交
接
し
た
と
す
る
話
を
載
せ
て
い
る
。 
こ
の
話
は
-
今
昔
物
語
集
』
に
も
同
話
が
み
ら
れ
る
有
名
な
も
の 
で
あ
る
が
、
『今
昔
物
語
集
』
の
話
末
評
語
に
は
「
此
事
極
テ
便 
無
ク
憚
り
有
り
」
と
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
遠
慮
も
『真
言 
伝
』
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
の
『真
言
伝
』
の
関
心
は
、
 
染
殿
后
に
憑
い
た
の
が
、
弘
法
大
師
の
弟
子
で
あ
る
真
済
で
は
な 
く'
金
峰
山
上
人
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と' 
す
な
わ
ち
真
済
天 
狗
説
を
否
定
す
る
こ
と
に
注
が
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
真
言
教
団 
の
立
場
は
う
か
が
え
て
も' 
后
が
犯
さ
れ
る
話
を
忌
避
す
る
姿
勢 
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
少
々
性
質
が
違
う
が
、
『真
言
伝
』
巻
六
の
禅
意
伝
に 
は
「
偏-
一
行
徳,
タ
ノ
ミ
テ
現
身
ー
一
王
位-
ノ
ホ
ラ
ン
ト
思
、
粉
河
寺
二 
参
シ
テ
観
音--
祈
」
る
と
い
う
、
禅
意
の
王
位
へ
の
執
心
が
記
さ 
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
禅
意
の
夢
の
中
に
現
れ
た
天
童
が
「
汝 
”真
言
ノ
行
者
也
、
三
密
ノ
勤
行
怠
ラ
ス
ハ
来
世
ノ
聖
果
疑
ナ
シ
」
と 
告
げ
た
。
そ
の
よ
う
な
禅
意
の
願
望
を
観
音
は
叶
え
て
い
る
の
で 
あ
る
。
来
世
の
こ
と
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
『真
言
伝
』
の
世
界 
で
は
、
自
ら
王
位
に
の
ぼ
り
た
い
と
い
う
願
望
ま
で
も
叶
え
ら
れ 
て
い
る
。
「
行
徳"
タ
ノ
ミ
テ
」
、
「
汝"
真
言
ノ
行
者
也
、
三
密
ノ
勤 
行
怠
ラ
ス
ハ
」
な
ど
の
表
現
か
ら
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
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紛
れ
も
な
く
密
教
の
験
力
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
『真
言 
伝
』
の
描
く
密
教
の
力
と
は
、
王
位
ま
で
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ 
た
。
す
な
わ
ち
王
権
は
護
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
密
教
に
左
右 
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
相
対
化
で
き
る
存
在
な
の
で 
あ
る
。
こ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
『真
言
伝
』
の
世
界
で
は
、
 
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
性
質
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
『真
言
伝
』
冒
頭
話
の
性
質
に
つ
い
て
、
出
家
譚
と 
し
て
の
異
例
さ
や
、
教
育
の
書
と
し
て
の
異
常
さ
を
述
べ
た
。
本 
稿
で
は
考
察
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
が' 
そ
の
背
景
に
は
密
教
と 
い
う
宗
教
の
特
質
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
『理 
趣
経
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
密
教
に
は
性
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー 
を
比
喩
的
に
肯
定
す
る
言
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
が
本
話 
に
直
接
に
関
わ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
他
の
宗
派
と
較
べ
て
、
 
本
話
の
よ
う
な
話
題
を
強
く
忌
避
し
な
い
一
因
で
は
あ
っ
た
か
も 
し
れ
な
い
。
ま
た
と
く
に
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
と
い 
う
時
期
は
、
性
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
視
す
る
言
説
が
盛
ん
に
展 
開
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
編
者
栄
海
は
、
そ
の
よ
う
な 
言
説
と
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
後
醍
醐
天
皇
の
周
辺
僧
で
も
あ 
る
。
或
い
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
機
運
も
、
本
話
を
忌
避
し
な
い
背
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
『真
言
伝
』
に
よ
れ
ば
、
出
家
後
の
龍
猛
は
、
密
教
の
伝
授
を 
受
け
て
、
引
生
王
の
帰
依
を
得
る
。
そ
れ
は
、
王
に
寺
を
賜
る
ー 
方
で
、
龍
猛
が
王
の
身
体
を
護
持
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
王
法
仏 
法
相
依
の
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
龍
猛
の
最
期
も 
ま
た
、
深
く
王
権
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
龍
猛
の
祈
り
の
力
に
よ
っ
て
天
竺
の
引
生
王
は
数
百
歳
の
寿 
命
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
王
子
は
自
分
が
早
く
王
位
に
着 
く
た
め
に
父
王
の
死
を
望
む
。
そ
こ
で
母
と
相
談
し
て
、
ー
 
計
を
め
ぐ
ら
せ
龍
猛
を
自
死
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う 
に
し
て
龍
猛
が
死
ぬ
と
、
同
時
に
引
生
王
も
亡
く
な
っ
た
。
 
こ
の
話
に
は
、
加
持
を
し
て
い
る
験
者
が
死
ね
ば
王
も
死
ぬ
と 
い
う
、
ま
さ
に
王
の
身
体
と
一
具
と
な
っ
た
密
教
験
者
の
あ
り
方 
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
は
験
者 
が
死
ね
ば
王
が
死
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
主
体
性
は
験 
者
の
方
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
王
が
死
ん 
で
、
験
者
が
そ
れ
に
殉
ず
る
と
い
う
よ
う
な
ー
体
性
と
は
質
的
に 
異
な
る
。
『真
言
伝
』
の
世
界
で
は
、
主
体
性
は
あ
く
ま
で
も
密 
教
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
註
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1
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「慈
尊
院
栄
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活
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—
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言
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編
纂
ま
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